
６つの戦略的目標
４つの計画の
基本方針

２０の主要な施策

震災復興から自立的発展へ

～防災先進圏域の実現と、
豊かな自然を活かし交流・
産業拠点を目指す「東北
にっぽん」～

東北圏の
新しい将来像

1. 「日本海・太平洋２面活用型国土」の形成

2.圏域全体の交流・連携を支える高速交通網の形成

3.生活と産業を支える圏域内外を結ぶネットワークの形成

1.冬に強く魅力的な地域づくりの推進

2. 「コンパクト＋ネットワーク」による都市と農山漁村の共生

3.医療・福祉の充実と先進医療のさらなる展開

P

地域生活圏形成

の視点を追加

2.人と自然が育んだ美しい「森里川海」の原風景の継承

3.陸域・海域の水環境の保全・再生と豊かな水の恵みの享受

1.地球環境保全のための循環型社会の構築

〇民の力を最大限発揮する官民共創

〇デジタルの徹底活用

〇生活者・事業者の利便の最適化

〇分野の垣根を越えること（いわゆる横串の発想）

エネルギー・食料の
自給力と産業の競争
力を通した日本全体
を牽引する東北圏の

形成

豊かな自然と共生し、
グリーンな国土づくり

に挑戦する
東北圏の形成

（人材・共助）
女性・若者が

自己実現でき地方の
先導モデルとなる
東北圏の形成

誰もがチャレンジ
できる自立的な
地域運営の実
現

2.多様な主体による中間支援組織や地域運営組織の形成

4.女性・若者や高齢者等の活躍による地方創生

3.共助によるコミュニティの活性化のための絆の構築

1.東北圏の将来を担う次世代の多様な人材の育成と活用

（国際連携）

交流・連携強化に
よる世界とつな
がるネットワーク
の実現

（自然・環境）

（暮らし）

美しい国土の保
全と恵みある豊
かな自然の継承

魅力的な「新しい
雪国暮らし」の
実現

1.東日本大震災・原子力災害からの復興・再生

2.圏域全体の防災・減災・強靱化の推進

3.インフラの戦略的メンテナンスの推進

（復興・防災・減災）
震災の経験を活かし、
強さとしなやかさを
世界に発信する

防災先進圏域の形成

復興・再生の強い
力を未来につな
げる社会の実現

豊かな地域資源
の活用と先端産
業の挑戦による
国際競争力の強
化

1.国際競争力を持つ産業群および先端産業拠点の形成

2.エネルギーの安定供給とカーボンニュートラルの両立への挑戦

4.地域資源の付加価値を高め、新しい需要に対応した観光関連産業の拡大

3.豊かな資源を生かした次世代のスマート農林水産業の展開

（産業）

※骨子は「基本方針」「戦略的目標」「主要な施策」までをとりまとめる。
※公表資料は、本体系図（案）に基づき、箇条書きの文書形式とし、ボリュームは10～20頁を目安。
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共通する課題解決の原理



体系図

２６の主要な施策７つの戦略的目標
４つの計画の
基本方針

震災復興から自
立的発展へ

～防災先進圏域
の実現と、豊かな
自然を活かし交
流・産業拠点を目
指す「東北にっぽ
ん」～

東北圏の
新しい将来像

（復興・防災・減災）

（自然・環境）

（暮らし）

（産業）

（国際連携）

（人材・共助）

人と自然が共生し
地球に優しく生命
力あふれる空間

の形成

豊かな自然と地域
資源を活かし持続
的な成長を実現す
る「東北にっぽん
自立経済圏」の形

成

一人ひとりの自立
意識と交流・協働
で創る東北圏

震災からの復興と
ともに世界に発信
する防災先進圏
域の実現

Ⅱ災害に強い防災先進圏
域の実現

Ⅰ東日本大震災からの被
災地の復興

Ⅲ恵み豊かな自然と共生す
る環境先進圏域の実現

Ⅳ雪にも強くて人に優しく暮
らしやすい魅力的な対流
促進型の地方の創生

Ⅴ地域の資源、特性を活か
した世界に羽ばたく産業
による自立的な圏域の実
現

Ⅵ交流・連携機能の強化に
よる世界と対流する圏域
の実現

Ⅶ地域を支える人材の育成
と共助による住民主導の
地域運営の実現

1.広域災害に備えた地域間連携の強化

2.災害リスクを低減する防災力の強化

1.冬に強い地域づくりの推進

2.「コンパクト+ネットワーク」による都市と農山漁村の共生

3.地域の持続的な発展の核となる新しい時代のコンパクトシティの形成

4.｢小さな拠点」の形成による暮らしやすい農山漁村づくり

5.医療・福祉の充実

1.国際競争力を持つ産業群の形成

2.地球に優しいエネルギーの安定供給と世界を先導するエネルギー技術開発の
推進

4.東北圏ならではの地域資源を活かした観光交流と滞在人口の拡大

1. 「日本海・太平洋２面活用型国土」の形成

2.高速交通交流圏の形成

3.圏域内外を結ぶ総合的かつスマートなネットワークの形成

2.「東北にっぽん」を創造する多様な主体による共助社会づくり

3.共助によるコミュニティの活性化のための絆の構築

1.地球環境保全のための低炭素社会・循環型社会の構築

2.美しい四季に彩られる森林や田園、川や海辺の保全と継承

3.健全な水環境の維持又は回復と海域の環境保全・再生・利用

1.被災地の復興に向けた新しい地域づくり

2.農林水産資源を始めとする地域資源の回復と地域産業の経営強化

3.東京電力福島第一原子力発電所の事故による災害への対応と継続的な取組

1. 「東北にっぽん」の創造を支える人材の育成と活用

3.東北圏の地域資源を活かした「強い農林水産業」と「美しく活力ある農山漁村」
の創出

3.グローバルな災害対応

4.インフラの戦略的メンテナンスの推進

6.高齢者や女性等の社会参画による地方の創生

現行の東北圏広域地方計画体系図（H28.3策定）


